
�　細胞がこすれないよう、回転軸受を空気中に配置
�　細胞が培養槽の中心に集まるのを防ぐ構造
�　�,��,���,���,����ml とスケールアップ可能
�　リアクターはガンマ線滅菌して供給
�　炭酸ガスインキュベータ内で運転
�　スターラーのリアクター面は発熱せず、培養液の温度上昇を回避
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光触媒のスタートは藤嶋昭が東京大学の大学院の時に水中で電圧を印加せずに酸化チタンに光
を当てると水が電気分解されて、その表面から酸素が、対極から水素が発生することを見出した
ことによる。最初は学会で発表しても認められず、思いあまって「Nature」に投稿したところす
ぐに印刷され、世界中で話題になった。新しい現象はすぐには世に認められないものである。
光触媒が普及した理由は、それが、「酸化分解力」と「超親水化」という魅力的な二つの大きな
機能をもつからである。前者は光触媒効果による強い酸化力で化合物を分解する反応である。例
えば有機物は二酸化炭素と水に分解される。もう一つの超親水化は、表面を水に非常になじみや
すくする現象である。このため油汚れなどが付着しても水をかけるだけで、水が汚れの下にしみ込
んで汚れを浮かせ、簡単に水で洗い流すことができる。また、水滴が
できないことから、曇らないガラスや鏡としての応用もできる。
この光触媒は現在実に多様な分野で活用されている。建物外壁を
きれいに保つことやガラスを曇らせないといった利用の他、空気や
水を浄化することも可能である。また、コロナウィルス、インフル
エンザウィルス、さらにがん細胞などに対しても光触媒は効果を発
揮するので、医学的な応用も注目されている。

シングルユースリアクター BWV 及び 専用スターラー
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